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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
イスラーム復興運動に関する多くの研究が、宗教と世俗の分離を前提としてイスラーム復興運動を
宗教活動として捉えてきたのとは対照的に、本論文は回族のイスラームの宣教と教育に関る諸活動を
アンビバレントなイスラーム運動として捉え直し、このような運動においては、宗教的実践と世俗的
な実践の両方が矛盾を抱えながら同時に行われていることを詳細に描き出すことに成功している。回
族のイスラーム運動は、国家によるイスラームの統制管理に対しては、統制が厳しい昆明市と厳しく
ない地域の間を移動し続けることによって自律性を保持し、昆明市内の宗教活動においては、活動の
場所、時期、形態を変えながら統制を逃れて自律性を保持していることが明らかにされた。また漢族
社会の中で生きねばならないために厳格なイスラームを実践できない「敬虔なムスリム」が抱えるジ
レンマとその部分的な解決策、「漢化した回族」と見られている回族たちによるイスラームの実践と
揺らぎが微細な民族誌として描かれている。本論文は主流のイスラーム研究に比べると、研究の数が
未だ少ないマイノリティによるイスラーム運動が抱える矛盾、戦略、異なる関心事、担い手たちの葛
藤、政策との関係を微細なニュアンスを込めて詳細に描いた民族誌として高く評価できる。結論部分
で、運動の担い手である主体の内面的な問題を描くために用いられたアンビバレントの概念を、回族
のイスラーム運動全体に当てはめようとしている点は、今後再考しなければならない。だが、こうし
た用語法上の問題は、本論文の民族誌としての優れた価値を損なうものではない。 
２ 最終試験 
 平成２６年１月１７日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。  
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
